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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

四つ葉会からのお知らせ
四つ葉会のホームページを
リニューアルしました！
　本学の同窓会である四つ葉会のホームペー
ジを2015年10月1日にリニューアルしました。
　同窓会の会則を掲載し、お問い合わせも受
け付けておりますので、四つ葉会会員（大分県
立看護科学大学卒業生や教職員の方々）はぜひ
一度ご覧ください。
　住所変更は、ホームページのお問い合わせも
しくは、yotsuba@gm.oita-nhs.ac.jpまでお知
らせください。
　大学ホームページの「同窓会」もしくは以下
のURLから接続できます。
http://oita-nhs-yotsuba.jimdo.com/

※表紙の写真：図書館
　昨年実施した吊り天井の工事も終わり、リフレッシュ
しました。今号の記事にあります是沢様の絵画も１階、
２階に展示しています。図書館にお越しの際は是非ご覧
になってください。

Information［お知らせ］

○の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど１～５ま
でを記載してメール（somu@oita-nhs.ac.jp）で
ご応募ください。正解者の中から抽選で３名様
に図書カード（2，000円分）をプレゼントします。
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入浴で寒さを
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平成27年度から
○○○○（○種）養成課程
開設！

問 題

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
本
格
実
施
の
１
年

実
習
を
終
え
て

大
学
の
今

ト
ピ
ッ
ク
ス

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

研
究
紹
介

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
四
つ
葉
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【締め切り】 5月末 当日消印有効

看護ひとくち
メ
モ
　面倒だからといって、シャワーで済ませていませんか？
適度な入浴は健康な体を維持するのに効果的です。

汚れを落とすだけではない入浴の効果
•熱で体が温まる：
血管が拡がり、血流が促進するため、疲れや腰痛・
肩こりが和らぎ、肌の血色も良くなります。
•浮力で体が休まる：
体を支える骨や筋肉が解放されます。
•免疫力が上がる：
体温が１℃上がると免疫力は30％程度上がると言わ
れています。
•体に心地よい水圧がかかる：
溜まった血液を心臓に押し戻してくれます。
•良く眠れる：
温まり拡がった血管から熱が放散すると、眠りやすく
朝もスッキリ目覚められます。

安全に入浴するコツ
　寒い部屋や廊下と浴室の温度差が激しくなると体に
負担がかかります。また、熱いお湯に長く浸かるのは心
臓に負担がかかります。
•入浴前にかけ湯かシャワーで体をお湯に慣らす。
•浴室から出る前に体をよく拭く。
•入浴後は水分補給を忘れない。

半身浴と全身浴って、どちらが効果的？
•半身浴（下半身だけが湯船に浸っている状態）
利　点：長時間リラックスできる。手足の冷えを長時間

かけて温めることが出来る。
注意点：長時間により、発汗が多く、入浴前後の水分

補給は必須となる。
•全身浴（首下の全身が湯船に浸っている状態）
利　点：短時間で体を温めることが出来る。上半身も

温まり、腕や肩の疲れが取れる。
注意点：急激な血流の促進で心臓に負担がかかりや

すい。

4月

5 月

6 月

7 月

７日（木）
８日（金）
11日（月）～12日（火）
22日（金）

11日（水）
14日（土）～15日（日）
15日（日）

19日（日）
25日（土）

17日（日）

入学式
全学オリエンテーション
新入生オリエンテーション
全学スポーツ交流会

キャンパスクリーンディ
若葉祭
ホームカミングディ

開学記念日
大学院説明会

オープンキャンパス

Schedule［スケジュール］

注）スケジュールは、変更になる場合があります。



　
平
成
25
年
度
に
採
択
さ
れ
た
文
部

科
学
省
地
（
知
）
の
拠
点
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）

整
備
事
業
、「
看
護
学
生
に
よ
る
予

防
的
家
庭
訪
問
実
習
を
通
し
た
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
は
２
年
間
の

準
備
・
試
行
期
間
を
経
て
、
平
成
27

年
４
月
に
本
格
始
動
し
、
全
学
生
・

教
員
（
学
生
３
３
３
名
・
教
員
57
名
）

が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
学
生
は
、「
予
防
的
家
庭
訪
問
実

習
」
で
、
野
津
原
地
区
・
富
士
見
が
丘
団
地
に
お
住
ま
い
の

75
歳
以
上
の
協
力
者
の
お
宅
を
毎
年
継
続
し
て
訪
問
し
ま

す
。
こ
の
実
習
は
、
高
齢
者
の
心
身
の
機
能
低
下
を
予
防
す

る
こ
と
、
ま
た
、
毎
年
同
じ
高
齢
者
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
生
を
長
期
的
な
視
点
で
支
え
る
重
要
性
を
理
解
し
、

継
続
的
に
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き
る
看
護
師
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
大
分
市
野
津
原
地
区
・
富
士
見
が
丘
団
地
の

関
係
機
関
の
方
々
と
大
学
が
「
事
業
推
進
会
議
」
を
開
き
、

議
論
を
重
ね
な
が
ら
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
実
習
は
、
家
庭
訪
問
を
と
お
し
て
高
齢
化
の
進
ん
だ
地

域
を
支
え
る
と
い
う
「
地
域
志
向
」
の
要
素
を
看
護
学
の
教

育
に
取
り
入
れ
た
、
国
内
外
で
も
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　
学
生
は
、
１
〜
４
年
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
平
均
年
齢
約
80
歳
と
い
う
協
力
者
の
方
々
に

は
、
１
〜
２
か
月
に
１
回
訪
問
実
習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
自
分
の
祖
父
母
の
年
齢
に
近
い
方
と
関
わ
る
機
会
を
持
て

る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
、
異
世
代
交
流
の
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
長
く
人
生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
協
力
者
の
お
話

に
耳
を
傾
け
、
人
生
や
生
き
が
い
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
異
な
る
学
年
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
多
面
的
な
考

え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
、
下
級
生
は
、「
訪

問
実
習
の
場
で
先
輩
の
看
護
を
見
ら
れ
て
と
て
も
勉
強
に
な

る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
本
実
習
は
決
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
な
い
た
め
、
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
内
容
も
、
学
生
と
担

当
教
員
で
話
し
合
っ
て
計
画
し
ま
す
。
80
グ
ル
ー
プ
が
80
通

り
の
訪
問
実
習
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
学
生
は
、「
自
分
達
に
何

が
で
き
る
か
」
を
一
生
懸
命
考
え
る

貴
重
な
訓
練
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
協
力
者
の
方
と
学
生
が
筋
力
低
下

予
防
の
た
め
の
運
動
を
一
緒
に
実
施

し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
体
が
不
自
由
で
散
歩
が
出
来

な
い
」
と
訴
え
を
聞
い
た
グ
ル
ー
プ

は
、
散
歩
を
計
画
し
実
施
し
ま
し

た
。
協
力
者
も
、「
体
が
不
自
由
な

の
に
散
歩
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
」
と

大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
開
始
当
初
よ
り
、
地

域
看
護
学
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

研
究
者
で
あ
るK

athy M
agilvy

博

士
（
コ
ロ
ラ
ド
大
学
名
誉
教
授
）
の

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
９
月
に
来
学
さ

れ
、
学
生
の
訪
問
に
同
行
、
貴
重
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
学
生
が
訪
問
実
習
の
学
び
を
発
表
し
た

り
、
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
事
業

報
告
会
（
地
域
交
流
会
）」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
平
成
27
年
11
月
か
ら
平
成
28
年
１
月
ま
で
、
２

つ
の
地
区
で
全
14
回
開
催
し
ま
し
た
。
実
習
協
力
者
、
地
域

住
民
の
延
べ
二
百
名
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
学
か
ら
も
全
学
生
・
全
教
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
80
グ
ル
ー
プ
全
て
が
、
一
年
間
の
訪
問
の
学
び
を
模
造
紙

に
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
参
加
者
と
一
緒
に
健
康
体
操

を
実
施
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々
と
意
見

交
換
し
、
直
接
地
域
の
方
々
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
学
生
・
教
員
に
と
っ

て
も
大
変
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
も
、「
学
生
さ
ん
達

が
、
真
剣
に
訪
問
実
習
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
発
表
だ
っ
た
」、

「
普
段
若
い
人
と
話
す
こ
と
が
な
く
て

寂
し
い
の
で
、
学
生
さ
ん
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
て
う
れ
し
い
」
な
ど
大
変
あ
た
た

か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
２
月
11
日
（
木
・
祝
）
に
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

で
、
共
に
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
る
日
本
文
理
大
学

（
Ｎ
Ｂ
Ｕ
）
と
本
学
が
、 「
地
域
を
ま
も
り
、
地
域
を
つ
く
る
、

大
学
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事

業
の
「
成
果
発
表
会
＆
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
訪
問
実
習
の
協
力
者
、
地
域
の
関
係
者
、
高
校
生
な

ど
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
約
三
百
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
学
生
の
発
表
で
は
、
本
学
か
ら
は
、 

３
年
荻
本
明
日
香
さ

ん
、
１
年 

宮
本
季
歩
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

が
、「
高
齢
者
の
健
康
の
維
持
・
増
進

に
向
け
た
予
防
的
看
護
の
関
わ
り
に
つ

い
て
」、
３
年
岩
本
美
穂
さ
ん
、
１
年 

倉
光
眞
由
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
、「
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

も
っ
て
若
々
し
く
過
ご
す
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」

の
学
び
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
足
の
腫
れ
や
痛
み
で
悩
ん
で
い
た
時
、
学
生
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
た
と
お
り
に
し
た
ら
楽
に
な
っ
た
の
で
嬉
し

か
っ
た
。

●
認
知
症
予
防
の
た
め
に
折
り
紙
を
勧
め
て
く
れ
た
の
で
実

践
し
て
い
る
。
折
り
方
も
学
生
が
調
べ
て
き
て
く
れ
た
。

●
医
者
に
説
明
さ
れ
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、

学
生
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
た
。

●
若
い
人
と
接
す
る
と
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
若
返
っ
て
い

る
感
じ
が
す
る
。
元
気
や
や
る
気
が
出
て
く
る
。

●
一
人
暮
ら
し
な
の
で
学
生
が
来
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。
訪

問
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

●
学
生
の
訪
問
実
習
の
お
か
げ
で
、
生
活
の
中
の
楽
し
み
が

一
つ
増
え
た
。

●
次
の
訪
問
ま
で
に
、「
こ
れ
を
や
っ

て
み
よ
う
」
と
目
標
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。

●
学
生
が
「
昔
の
話
を
聞
き
た
い
」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
思
い
出

し
な
が
ら
話
し
た
。
昔
を
思
い
出

す
こ
と
で
、「
あ
の
頃
、
あ
ん
な

に
頑
張
っ
て
た
な
。
ま
た
頑
張
ろ

う
。」
と
元
気
が
湧
い
て
き
た
。

学
生
と
か
か
わ
る
こ
と
で
、
昔
の

記
憶
を
呼
び
起
こ
す
機
会
に
な
っ

て
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

●
他
で
は
「
年
寄
り
」
扱
い
さ
れ
る

が
、
学
生
は
「
人
と
人
」
と
の
付

き
合
い
を
し
て
く
れ
る
の
で
「
人
」

と
し
て
認
め
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。（
協
力
者
の
家
族
）

野
津
原
地
区
自
治
委
員
連
絡
協
議
会
会
長

佐
藤
　
克
治
氏

　
訪
問
に
協
力
し
て
い
る
方
々
は
、
孫
と

同
じ
位
の
年
齢
の
学
生
さ
ん
が
自
宅
に
来

て
色
々
な
話
が
出
来
る
こ
と
で
、
と
て
も

い
き
い
き
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
実
習

を
す
る
看
護
科
学
大
学
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
大
学
が
自

分
達
の
地
域
に
あ
る
こ
と
を
非
常
に
あ
り
が
た
く
思
う
。

富
士
見
が
丘
連
合
自
治
会
会
長
　
　

佐
々
倉
幸
義
氏

　
私
達
の
団
地
が
抱
え
る
少
子
高
齢
化

と
こ
の
訪
問
実
習
の
目
的
・
ね
ら
い
が

一
致
し
て
い
た
の
で
、
富
士
見
が
丘
団

地
が
こ
の
実
習
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
。
経
験
豊
か
な
高

齢
者
が
若
い
学
生
に
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
経
験
し
た
こ
と

を
伝
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
地
域
と
大
学
が
情
報
交
換
し
な

が
ら
、
今
後
も
一
緒
に
協
力
し
な
が
ら
前
に
進
め
れ
ば
い
い

と
思
う
。

健
康
情
報
科
学
研
究
室
　
助
教
　
　

野
津
　
昭
文

　
こ
の
実
習
で
は
学
生
が
協
力
者
様
と
連
絡
を
取
り
訪
問
日

を
決
め
る
た
め
、
自
分
だ
け
で
な
く
周
り
に
も
配
慮
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
は
じ
め
は
段
取
り
が
上
手
く
い
か
ず
、

連
絡
の
電
話
を
す
る
だ
け
で
緊
張
し
て
い
た
の
が
、
後
半
は

し
っ
か
り
と
話
を
す
る
の
を
聞
い
て
、
頼
も
し
く
思
え
ま
し

た
。
来
年
度
も
学
生
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

精
神
看
護
学
研
究
室
　
助
教
　
　

後
藤
　
成
人

　
普
段
は
病
院
で
実
習
す
る
看
護
学
生
で
す
が
、
こ
の
実
習

で
は
ご
家
庭
に
訪
問
し
ま
す
。
ま
ず
は
健
康
な
人
が
病
気
に

な
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
病
院
で
治
療
を
行
う
患
者
さ

ん
た
ち
も
帰
っ
て
い
く
場
所
は
地
域
で
す
か
ら
、
退
院
後
に

地
域
で
健
康
的
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
看
護
者
と
し
て

入
院
中
か
ら
患
者
さ
ん
へ
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
べ
き
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
を
学
べ
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
入
院
前
か
ら
入
院
後
、
そ

し
て
退
院
後
ま
で
を
見
据
え
た
ケ
ア
の
で
き
る
看
護
師
に

な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
本
格
実
施
の
１
年

　初めの頃は、協力者さんの自宅内で実習させていただきました。
９０歳代とご高齢なので、「外での活動は難しいだろう」と考えてい
ました。ある訪問時、玄関先で畑作業から帰ってくる協力者さんを偶
然見かけました。しっかりとした足取りでとても活発で、これまで私
達が見ていた印象と異なっていたので大変驚きました。このことか
ら、私達が見ていたのは協力者さんのほんの一面であり、その方を
捉えるためには、様々な視点から見ることが重要であること、また、
自宅に訪問したからこそ見える協力者さんの一面があることを学び
ました。
　また、私達は都合により２人の協力者さんと関わらせていただき
ました。家族背景やお住まいの地域は異なりましたが、坂道が多い
こと、生活のためには自動車が必須な居住環境であることが共通し
ていて、この地域で暮らす高齢者に共通する課
題ではないかと考えました。２つの地域を訪問し
たことで、地域が抱える課題を考えるきっかけ
をいただきました。
　今後は、このような特徴を持つ地域に暮らす
協力者さんが、健康を維持するために必要な方
策を考えて実践していきたいです。

3年次生　佐藤　希

　私は今回の予防的家庭訪問実習を通して3つのことを学びました。
　1つ目は、地域で暮らす高齢者がどういう生活をしているかを知ること
ができました。在宅での生活を継続していくためには、その方の生活を
知った上で不安に思っていることや困りごとを一緒に考えることが必要
だと思いました。　
　2つ目は、コミュニケーションの大切さです。訪問の回数を重ねる毎に、
同じ話題でも引き出し方によって得る情報が違うことを感じました。また、
1年間を通した関わりを持てたことで不安だけでなく、楽しみや生きが
い、協力者さんが送ってこられた人生を理解することができました。
　3つ目は、高齢者が情報を得ることが難しいということをわかったこと
です。協力者さんは「やりたいけれどどうすればいいのかわからない」と
話してくれました。多くの情報を医療者から提供される病院とは違い、在
宅では困っていても情報を得る手段が少ないと実感
しました。
　訪問実習をとおして、病院での実習とは異なり、
「在宅での生活を継続するために何が必要か」とい
う視点を養う機会となりました。いつも温かい笑顔で
迎えて下さり、訪問する度に私達学生が元気をいた
だき、とても有意義な時間を過ごさせて頂きました。

４年次生　小畑 春香

１年間の実習を終えて

80
名
の
方
々
が「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

「
事
業
報
告
会（
地
域
交
流
会
）」を

14
回
開
催
し
ま
し
た

地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
の
成
果
発
表
会・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」が
本
格
始
動
し
ま
し
た

訪
問
実
習
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
感
想

担
当
教
員
か
ら

地
域
の
関
係
者
の
方
々
の
感
想

事業報告会（地域交流会）
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平
成
25
年
度
に
採
択
さ
れ
た
文
部

科
学
省
地
（
知
）
の
拠
点
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）

整
備
事
業
、「
看
護
学
生
に
よ
る
予

防
的
家
庭
訪
問
実
習
を
通
し
た
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
は
２
年
間
の

準
備
・
試
行
期
間
を
経
て
、
平
成
27

年
４
月
に
本
格
始
動
し
、
全
学
生
・

教
員
（
学
生
３
３
３
名
・
教
員
57
名
）

が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
学
生
は
、「
予
防
的
家
庭
訪
問
実

習
」
で
、
野
津
原
地
区
・
富
士
見
が
丘
団
地
に
お
住
ま
い
の

75
歳
以
上
の
協
力
者
の
お
宅
を
毎
年
継
続
し
て
訪
問
し
ま

す
。
こ
の
実
習
は
、
高
齢
者
の
心
身
の
機
能
低
下
を
予
防
す

る
こ
と
、
ま
た
、
毎
年
同
じ
高
齢
者
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
生
を
長
期
的
な
視
点
で
支
え
る
重
要
性
を
理
解
し
、

継
続
的
に
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き
る
看
護
師
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
大
分
市
野
津
原
地
区
・
富
士
見
が
丘
団
地
の

関
係
機
関
の
方
々
と
大
学
が
「
事
業
推
進
会
議
」
を
開
き
、

議
論
を
重
ね
な
が
ら
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
実
習
は
、
家
庭
訪
問
を
と
お
し
て
高
齢
化
の
進
ん
だ
地

域
を
支
え
る
と
い
う
「
地
域
志
向
」
の
要
素
を
看
護
学
の
教

育
に
取
り
入
れ
た
、
国
内
外
で
も
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　
学
生
は
、
１
〜
４
年
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
平
均
年
齢
約
80
歳
と
い
う
協
力
者
の
方
々
に

は
、
１
〜
２
か
月
に
１
回
訪
問
実
習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
自
分
の
祖
父
母
の
年
齢
に
近
い
方
と
関
わ
る
機
会
を
持
て

る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
、
異
世
代
交
流
の
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
長
く
人
生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
協
力
者
の
お
話

に
耳
を
傾
け
、
人
生
や
生
き
が
い
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
異
な
る
学
年
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
多
面
的
な
考

え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
、
下
級
生
は
、「
訪

問
実
習
の
場
で
先
輩
の
看
護
を
見
ら
れ
て
と
て
も
勉
強
に
な

る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
本
実
習
は
決
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
な
い
た
め
、
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
内
容
も
、
学
生
と
担

当
教
員
で
話
し
合
っ
て
計
画
し
ま
す
。
80
グ
ル
ー
プ
が
80
通

り
の
訪
問
実
習
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
学
生
は
、「
自
分
達
に
何

が
で
き
る
か
」
を
一
生
懸
命
考
え
る

貴
重
な
訓
練
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
協
力
者
の
方
と
学
生
が
筋
力
低
下

予
防
の
た
め
の
運
動
を
一
緒
に
実
施

し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
体
が
不
自
由
で
散
歩
が
出
来

な
い
」
と
訴
え
を
聞
い
た
グ
ル
ー
プ

は
、
散
歩
を
計
画
し
実
施
し
ま
し

た
。
協
力
者
も
、「
体
が
不
自
由
な

の
に
散
歩
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
」
と

大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
開
始
当
初
よ
り
、
地

域
看
護
学
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

研
究
者
で
あ
るK

athy M
agilvy

博

士
（
コ
ロ
ラ
ド
大
学
名
誉
教
授
）
の

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
９
月
に
来
学
さ

れ
、
学
生
の
訪
問
に
同
行
、
貴
重
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
学
生
が
訪
問
実
習
の
学
び
を
発
表
し
た

り
、
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
事
業

報
告
会
（
地
域
交
流
会
）」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
平
成
27
年
11
月
か
ら
平
成
28
年
１
月
ま
で
、
２

つ
の
地
区
で
全
14
回
開
催
し
ま
し
た
。
実
習
協
力
者
、
地
域

住
民
の
延
べ
二
百
名
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
学
か
ら
も
全
学
生
・
全
教
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
80
グ
ル
ー
プ
全
て
が
、
一
年
間
の
訪
問
の
学
び
を
模
造
紙

に
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
参
加
者
と
一
緒
に
健
康
体
操

を
実
施
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々
と
意
見

交
換
し
、
直
接
地
域
の
方
々
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
学
生
・
教
員
に
と
っ

て
も
大
変
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
も
、「
学
生
さ
ん
達

が
、
真
剣
に
訪
問
実
習
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
発
表
だ
っ
た
」、

「
普
段
若
い
人
と
話
す
こ
と
が
な
く
て

寂
し
い
の
で
、
学
生
さ
ん
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
て
う
れ
し
い
」
な
ど
大
変
あ
た
た

か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
２
月
11
日
（
木
・
祝
）
に
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

で
、
共
に
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
る
日
本
文
理
大
学

（
Ｎ
Ｂ
Ｕ
）
と
本
学
が
、 「
地
域
を
ま
も
り
、
地
域
を
つ
く
る
、

大
学
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事

業
の
「
成
果
発
表
会
＆
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
訪
問
実
習
の
協
力
者
、
地
域
の
関
係
者
、
高
校
生
な

ど
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
約
三
百
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
学
生
の
発
表
で
は
、
本
学
か
ら
は
、 

３
年
荻
本
明
日
香
さ

ん
、
１
年 

宮
本
季
歩
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

が
、「
高
齢
者
の
健
康
の
維
持
・
増
進

に
向
け
た
予
防
的
看
護
の
関
わ
り
に
つ

い
て
」、
３
年
岩
本
美
穂
さ
ん
、
１
年 

倉
光
眞
由
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
、「
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

も
っ
て
若
々
し
く
過
ご
す
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」

の
学
び
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
足
の
腫
れ
や
痛
み
で
悩
ん
で
い
た
時
、
学
生
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
た
と
お
り
に
し
た
ら
楽
に
な
っ
た
の
で
嬉
し

か
っ
た
。

●
認
知
症
予
防
の
た
め
に
折
り
紙
を
勧
め
て
く
れ
た
の
で
実

践
し
て
い
る
。
折
り
方
も
学
生
が
調
べ
て
き
て
く
れ
た
。

●
医
者
に
説
明
さ
れ
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、

学
生
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
た
。

●
若
い
人
と
接
す
る
と
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
若
返
っ
て
い

る
感
じ
が
す
る
。
元
気
や
や
る
気
が
出
て
く
る
。

●
一
人
暮
ら
し
な
の
で
学
生
が
来
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。
訪

問
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

●
学
生
の
訪
問
実
習
の
お
か
げ
で
、
生
活
の
中
の
楽
し
み
が

一
つ
増
え
た
。

●
次
の
訪
問
ま
で
に
、「
こ
れ
を
や
っ

て
み
よ
う
」
と
目
標
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。

●
学
生
が
「
昔
の
話
を
聞
き
た
い
」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
思
い
出

し
な
が
ら
話
し
た
。
昔
を
思
い
出

す
こ
と
で
、「
あ
の
頃
、
あ
ん
な

に
頑
張
っ
て
た
な
。
ま
た
頑
張
ろ

う
。」
と
元
気
が
湧
い
て
き
た
。

学
生
と
か
か
わ
る
こ
と
で
、
昔
の

記
憶
を
呼
び
起
こ
す
機
会
に
な
っ

て
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

●
他
で
は
「
年
寄
り
」
扱
い
さ
れ
る

が
、
学
生
は
「
人
と
人
」
と
の
付

き
合
い
を
し
て
く
れ
る
の
で
「
人
」

と
し
て
認
め
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。（
協
力
者
の
家
族
）

野
津
原
地
区
自
治
委
員
連
絡
協
議
会
会
長

佐
藤
　
克
治
氏

　
訪
問
に
協
力
し
て
い
る
方
々
は
、
孫
と

同
じ
位
の
年
齢
の
学
生
さ
ん
が
自
宅
に
来

て
色
々
な
話
が
出
来
る
こ
と
で
、
と
て
も

い
き
い
き
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
実
習

を
す
る
看
護
科
学
大
学
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
大
学
が
自

分
達
の
地
域
に
あ
る
こ
と
を
非
常
に
あ
り
が
た
く
思
う
。

富
士
見
が
丘
連
合
自
治
会
会
長
　
　

佐
々
倉
幸
義
氏

　
私
達
の
団
地
が
抱
え
る
少
子
高
齢
化

と
こ
の
訪
問
実
習
の
目
的
・
ね
ら
い
が

一
致
し
て
い
た
の
で
、
富
士
見
が
丘
団

地
が
こ
の
実
習
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
。
経
験
豊
か
な
高

齢
者
が
若
い
学
生
に
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
経
験
し
た
こ
と

を
伝
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
地
域
と
大
学
が
情
報
交
換
し
な

が
ら
、
今
後
も
一
緒
に
協
力
し
な
が
ら
前
に
進
め
れ
ば
い
い

と
思
う
。

健
康
情
報
科
学
研
究
室
　
助
教
　
　

野
津
　
昭
文

　
こ
の
実
習
で
は
学
生
が
協
力
者
様
と
連
絡
を
取
り
訪
問
日

を
決
め
る
た
め
、
自
分
だ
け
で
な
く
周
り
に
も
配
慮
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
は
じ
め
は
段
取
り
が
上
手
く
い
か
ず
、

連
絡
の
電
話
を
す
る
だ
け
で
緊
張
し
て
い
た
の
が
、
後
半
は

し
っ
か
り
と
話
を
す
る
の
を
聞
い
て
、
頼
も
し
く
思
え
ま
し

た
。
来
年
度
も
学
生
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

精
神
看
護
学
研
究
室
　
助
教
　
　

後
藤
　
成
人

　
普
段
は
病
院
で
実
習
す
る
看
護
学
生
で
す
が
、
こ
の
実
習

で
は
ご
家
庭
に
訪
問
し
ま
す
。
ま
ず
は
健
康
な
人
が
病
気
に

な
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
病
院
で
治
療
を
行
う
患
者
さ

ん
た
ち
も
帰
っ
て
い
く
場
所
は
地
域
で
す
か
ら
、
退
院
後
に

地
域
で
健
康
的
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
看
護
者
と
し
て

入
院
中
か
ら
患
者
さ
ん
へ
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
べ
き
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
を
学
べ
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
入
院
前
か
ら
入
院
後
、
そ

し
て
退
院
後
ま
で
を
見
据
え
た
ケ
ア
の
で
き
る
看
護
師
に

な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
本
格
実
施
の
１
年

　初めの頃は、協力者さんの自宅内で実習させていただきました。
９０歳代とご高齢なので、「外での活動は難しいだろう」と考えてい
ました。ある訪問時、玄関先で畑作業から帰ってくる協力者さんを偶
然見かけました。しっかりとした足取りでとても活発で、これまで私
達が見ていた印象と異なっていたので大変驚きました。このことか
ら、私達が見ていたのは協力者さんのほんの一面であり、その方を
捉えるためには、様々な視点から見ることが重要であること、また、
自宅に訪問したからこそ見える協力者さんの一面があることを学び
ました。
　また、私達は都合により２人の協力者さんと関わらせていただき
ました。家族背景やお住まいの地域は異なりましたが、坂道が多い
こと、生活のためには自動車が必須な居住環境であることが共通し
ていて、この地域で暮らす高齢者に共通する課
題ではないかと考えました。２つの地域を訪問し
たことで、地域が抱える課題を考えるきっかけ
をいただきました。
　今後は、このような特徴を持つ地域に暮らす
協力者さんが、健康を維持するために必要な方
策を考えて実践していきたいです。

3年次生　佐藤　希

　私は今回の予防的家庭訪問実習を通して3つのことを学びました。
　1つ目は、地域で暮らす高齢者がどういう生活をしているかを知ること
ができました。在宅での生活を継続していくためには、その方の生活を
知った上で不安に思っていることや困りごとを一緒に考えることが必要
だと思いました。　
　2つ目は、コミュニケーションの大切さです。訪問の回数を重ねる毎に、
同じ話題でも引き出し方によって得る情報が違うことを感じました。また、
1年間を通した関わりを持てたことで不安だけでなく、楽しみや生きが
い、協力者さんが送ってこられた人生を理解することができました。
　3つ目は、高齢者が情報を得ることが難しいということをわかったこと
です。協力者さんは「やりたいけれどどうすればいいのかわからない」と
話してくれました。多くの情報を医療者から提供される病院とは違い、在
宅では困っていても情報を得る手段が少ないと実感
しました。
　訪問実習をとおして、病院での実習とは異なり、
「在宅での生活を継続するために何が必要か」とい
う視点を養う機会となりました。いつも温かい笑顔で
迎えて下さり、訪問する度に私達学生が元気をいた
だき、とても有意義な時間を過ごさせて頂きました。

４年次生　小畑 春香

１年間の実習を終えて

80
名
の
方
々
が「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

「
事
業
報
告
会（
地
域
交
流
会
）」を

14
回
開
催
し
ま
し
た

地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
の
成
果
発
表
会・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」が
本
格
始
動
し
ま
し
た

訪
問
実
習
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
感
想

担
当
教
員
か
ら

地
域
の
関
係
者
の
方
々
の
感
想

事業報告会（地域交流会）

2MARCH  2016　vol.7　風のひろば3 風のひろば　vol.7　2016  MARCH



大
分
県
と
「
お
お
い
た
創
生
」
事
業

参
加
校
に
よ
る
地
方
創
生
の
推
進
に

関
す
る
協
定
書
締
結
式

　
10
月
29
日
（
木
）、
文
部
科
学
省
の
「
地

（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進

事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）」
に
採
択
さ
れ
た
大
分
大

学
（
北
野
正
剛
学
長
）、
大
分
県
立
看
護
科

学
大
学
（
村
嶋
幸
代
学
長
）、
日
本
文
理
大

学
（
平
居
孝
之
学
長
）、
別
府
大
学
（
豊
田
寛

三
学
長
）
が
県
庁
で
事
業
推
進
に
向
け
て
、

大
分
県
と
協
定
書
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
プ
ラ
ン
「
地
域
と
企
業
の
心

に
響
く
若
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
大
分
豊

じ
ょ
う
化
プ
ラ
ン
」
で
は
、
今
後
５
年
間
、

地
域
の
雇
用
創
出
や
若
者
定
着
を
推
進
す
る

こ
と
に
向
け
て
各
種
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

大
の

学
今

　
本
学
の
前
身
に
あ
た
る
厚
生
学
院
の
同
窓
会
で
あ
る

「
草
の
実
会
」
会
員
の
方
々
か
ら
絵
画
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
岡
和
子
様
よ
り
６
点
、
是
沢
育
子
様
よ
り

15
点
、
小
川
三
代
子
様
よ
り
２
点
、
合
計
23
点
で
す
。
12

月
15
日
に
お
披
露
目
会
を
行
い
、
現
在
は
、
講
義
棟
の
廊

下
、
食
堂
、
図
書
館
、
講
堂
前
な
ど
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
岡
様
は
、
厚
生
学
院
２
回
生
で
、
看
護
師
と
し
て
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
油
絵
を
描
き
、
県
美
展
に
も
出
品
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
是
沢
様
は
、
助
産
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
後
、
厚
生

学
院
の
教
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
野
草
を
題

材
と
し
た
水
彩
画
を
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
小
川
様
は
、
看
護
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
本
学
就
職
相
談
員
と
し
て
個
別
相
談
や
模
擬
面
接

な
ど
で
本
学
学
生
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
画
を
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
は
、「
学
生
の
皆

さ
ん
は
看
護
師
を
目
指
し
て
、
ま
た
、
教
職
員
の
み
な
さ

ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
、
息
つ
く
暇
の
な
い
大
変

ハ
ー
ド
な
日
々
を
送
って
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
生
活
の
中
で
、
絵
を
ご
覧
い
た
だ
き
”こ
こ
ろ
の
深

呼
吸“
を
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。」

　「
私
は
絵
画
に
打
ち
込
み
ま
し
た
が
、
疲
れ
た
時
の
時

間
の
使
い
方
を
、
み
な
さ
ん
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
よ
り
活
き
活
き
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん

も
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
や
大
学
に
遊
び
に
来
ら
れ
た
際

に
は
、
是
非
一
度
、
大
学
構
内
を
散
策
し
な
が
ら
、
ご
覧

に
な
って
く
だ
さ
い
。

本
学
に
絵
画
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

T O P I C S ［トピックス］
■
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
大
分
県

支
部
様
よ
り
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た

　
10
月
21
日（
水
）、本
学
カ
レ
ッ
ジ

ホ
ー
ル
に
て
、日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
大

分
県
支
部
か
ら
本
学
へ
の
感
謝
状

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
10
年
に
、１
期
生
数
名
が
富

士
見
が
丘
の
患
者
さ
ん
宅
を
訪
問

し
、交
流
を
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
毎
年
学
生
数
名
が
患
者
総
会

に
参
加
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
支
部
設
立
20
周
年
に
際

し
、こ
れ
ま
で
の
本
学
の
長
年
の
活

動
に
対
し
て
感
謝
状
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
に
は
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会

大
分
県
支
部
支
部
長 

三
浦 

和
光 

様
を
始
め
難
病
支
援
相
談
員
の
皆

様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、学
生
へ

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

■
横
瀬
小
学
校
児
童
の
皆
さ

ん
か
ら
お
手
紙
が
届
き
ま

し
た

　
８
月
５
日（
水
）、横
瀬
小
学
校
の

渕
野
佐
地
代
校
長
ら
が
来
学
さ
れ

ま
し
た
。

　
７
月
に
横
瀬
小
学
校
で
行
わ
れ

た
夏
休
み
算
数
教
室
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の「
先
生
」と
し
て
参
加
し

た
本
学
２
年
次
の
有
志
学
生
へ
の

お
礼
の
手
紙
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ

た
夏
休
み
算
数
教
室
で
は
、本
学
学

生
が
教
室
を
回
っ
て
個
別
に
声
を

掛
け
て
指
導
し
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
様
子
は
７
月
27
日（
月
）大
分
合

同
新
聞
朝
刊
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

■
第
17
回
臓
器
移
植
推
進

　
国
民
大
会

　
第
17
回
臓
器
移
植
推
進
国
民
大

会
が
、10
月
18
日
、iichiko

総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
音
の
泉
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
学
か
ら
４
年

次
生
４
名
が「
家
族
と
の 

話
し
合

い
と
臓
器
提
供
及
び
死
生
観
と
の

関
連
」と
題
し
、グ
ル
ー
プ
発
表
を

行
い
ま
し
た
。臓
器
移
植
に
つ
い
て

家
族
と
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
る
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

■
第
31
回
日
本
精
神
衛
生
学
会

大
会
で
土
居
健
郎
記
念
賞

を
受
賞
し
ま
し
た

　
平
成
27
年
12
月
５
、６
日
に
産
業

医
科
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
31
回

日
本
精
神
衛
生
学
会
大
会
に
お
い

て
、本
学
精
神
看
護
学
研
究
室
の
影

山
隆
之
教
授
が
自
殺
対
策
に
関
す

る
調
査
で
長
期
的
に
協
力
し
て
い

る
豊
後
大
野
市
が
土
居
健
郎
記
念

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
豊
後
大
野
市
は
、自
殺
の
標
準
化

死
亡
比（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）が
大
分
県
で
最

も
高
い
地
域
で
し
た
が
、豊
後
大
野

市
長
の「
自
殺
の
な
い
地
域
は
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
」と
い
う
方 

針
の
も
と
、自
殺
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、自
殺
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
が
低

下
し
ま
し
た
。そ
の
功
績
が
称
え
ら

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

■
宮
内
准
教
授
が
日
本
英
語

音
声
学
会
第
10
回
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た

　
平
成
27
年
11
月
７
日
に
開
催
さ

れ
た
日
本
英
語
音
声
学
会
第
20
回

全
国
大
会
に
て
、本
学
言
語
学
研
究

室
の
宮
内
信
治
准
教
授
が
第
10
回

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
公
開
講
座「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と

黄
砂
の
健
康
へ
の
影
響
」を

行
い
ま
し
た

　
12
月
17
日（
木
）に
日
田
市
に
お

い
て「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
黄
砂
の
健
康

へ
の
影
響
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、本

学
生
体
反
応
学
研
究
室
の
市
瀬
孝

道
教
授
に
よ
る
公
開
講
座
を
開
講

し
ま
し
た
。当
日
は
日
田
玖
珠
地
域

の
保
健
師
や
地
域
住
民
の
皆
様
に

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
大
分
は
黄
砂
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
さ

ら
さ
れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と

や
そ
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て

目
か
ら
う
ろ
こ
の
情
報
か
ら
即
日

役
に
立
つ
貴
重
な
講
義
を
聴
講
で

き
た
と
思
い
ま
す
。本
学
で
は
今
後

も
、地
域
で
の
公
開
講
座
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

岡様（右から２人目）

小川様（右から２人目）

是沢様ご夫妻（中央の２人）
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大
分
県
と
「
お
お
い
た
創
生
」
事
業

参
加
校
に
よ
る
地
方
創
生
の
推
進
に

関
す
る
協
定
書
締
結
式

　
10
月
29
日
（
木
）、
文
部
科
学
省
の
「
地

（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進

事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）」
に
採
択
さ
れ
た
大
分
大

学
（
北
野
正
剛
学
長
）、
大
分
県
立
看
護
科

学
大
学
（
村
嶋
幸
代
学
長
）、
日
本
文
理
大

学
（
平
居
孝
之
学
長
）、
別
府
大
学
（
豊
田
寛

三
学
長
）
が
県
庁
で
事
業
推
進
に
向
け
て
、

大
分
県
と
協
定
書
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
プ
ラ
ン
「
地
域
と
企
業
の
心

に
響
く
若
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
大
分
豊

じ
ょ
う
化
プ
ラ
ン
」
で
は
、
今
後
５
年
間
、

地
域
の
雇
用
創
出
や
若
者
定
着
を
推
進
す
る

こ
と
に
向
け
て
各
種
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

大
の

学
今

　
本
学
の
前
身
に
あ
た
る
厚
生
学
院
の
同
窓
会
で
あ
る

「
草
の
実
会
」
会
員
の
方
々
か
ら
絵
画
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
岡
和
子
様
よ
り
６
点
、
是
沢
育
子
様
よ
り

15
点
、
小
川
三
代
子
様
よ
り
２
点
、
合
計
23
点
で
す
。
12

月
15
日
に
お
披
露
目
会
を
行
い
、
現
在
は
、
講
義
棟
の
廊

下
、
食
堂
、
図
書
館
、
講
堂
前
な
ど
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
岡
様
は
、
厚
生
学
院
２
回
生
で
、
看
護
師
と
し
て
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
油
絵
を
描
き
、
県
美
展
に
も
出
品
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
是
沢
様
は
、
助
産
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
後
、
厚
生

学
院
の
教
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
野
草
を
題

材
と
し
た
水
彩
画
を
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
小
川
様
は
、
看
護
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
本
学
就
職
相
談
員
と
し
て
個
別
相
談
や
模
擬
面
接

な
ど
で
本
学
学
生
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
画
を
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
は
、「
学
生
の
皆

さ
ん
は
看
護
師
を
目
指
し
て
、
ま
た
、
教
職
員
の
み
な
さ

ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
、
息
つ
く
暇
の
な
い
大
変

ハ
ー
ド
な
日
々
を
送
って
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
生
活
の
中
で
、
絵
を
ご
覧
い
た
だ
き
”こ
こ
ろ
の
深

呼
吸“
を
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。」

　「
私
は
絵
画
に
打
ち
込
み
ま
し
た
が
、
疲
れ
た
時
の
時

間
の
使
い
方
を
、
み
な
さ
ん
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
よ
り
活
き
活
き
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん

も
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
や
大
学
に
遊
び
に
来
ら
れ
た
際

に
は
、
是
非
一
度
、
大
学
構
内
を
散
策
し
な
が
ら
、
ご
覧

に
な
って
く
だ
さ
い
。

本
学
に
絵
画
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

T O P I C S ［トピックス］
■
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
大
分
県

支
部
様
よ
り
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た

　
10
月
21
日（
水
）、本
学
カ
レ
ッ
ジ

ホ
ー
ル
に
て
、日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
大

分
県
支
部
か
ら
本
学
へ
の
感
謝
状

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
10
年
に
、１
期
生
数
名
が
富

士
見
が
丘
の
患
者
さ
ん
宅
を
訪
問

し
、交
流
を
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
毎
年
学
生
数
名
が
患
者
総
会

に
参
加
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
支
部
設
立
20
周
年
に
際

し
、こ
れ
ま
で
の
本
学
の
長
年
の
活

動
に
対
し
て
感
謝
状
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
に
は
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会

大
分
県
支
部
支
部
長 

三
浦 

和
光 

様
を
始
め
難
病
支
援
相
談
員
の
皆

様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、学
生
へ

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

■
横
瀬
小
学
校
児
童
の
皆
さ

ん
か
ら
お
手
紙
が
届
き
ま

し
た

　
８
月
５
日（
水
）、横
瀬
小
学
校
の

渕
野
佐
地
代
校
長
ら
が
来
学
さ
れ

ま
し
た
。

　
７
月
に
横
瀬
小
学
校
で
行
わ
れ

た
夏
休
み
算
数
教
室
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の「
先
生
」と
し
て
参
加
し

た
本
学
２
年
次
の
有
志
学
生
へ
の

お
礼
の
手
紙
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ

た
夏
休
み
算
数
教
室
で
は
、本
学
学

生
が
教
室
を
回
っ
て
個
別
に
声
を

掛
け
て
指
導
し
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
様
子
は
７
月
27
日（
月
）大
分
合

同
新
聞
朝
刊
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

■
第
17
回
臓
器
移
植
推
進

　
国
民
大
会

　
第
17
回
臓
器
移
植
推
進
国
民
大

会
が
、10
月
18
日
、iichiko

総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
音
の
泉
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
学
か
ら
４
年

次
生
４
名
が「
家
族
と
の 

話
し
合

い
と
臓
器
提
供
及
び
死
生
観
と
の

関
連
」と
題
し
、グ
ル
ー
プ
発
表
を

行
い
ま
し
た
。臓
器
移
植
に
つ
い
て

家
族
と
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
る
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

■
第
31
回
日
本
精
神
衛
生
学
会

大
会
で
土
居
健
郎
記
念
賞

を
受
賞
し
ま
し
た

　
平
成
27
年
12
月
５
、６
日
に
産
業

医
科
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
31
回

日
本
精
神
衛
生
学
会
大
会
に
お
い

て
、本
学
精
神
看
護
学
研
究
室
の
影

山
隆
之
教
授
が
自
殺
対
策
に
関
す

る
調
査
で
長
期
的
に
協
力
し
て
い

る
豊
後
大
野
市
が
土
居
健
郎
記
念

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
豊
後
大
野
市
は
、自
殺
の
標
準
化

死
亡
比（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）が
大
分
県
で
最

も
高
い
地
域
で
し
た
が
、豊
後
大
野

市
長
の「
自
殺
の
な
い
地
域
は
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
」と
い
う
方 

針
の
も
と
、自
殺
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、自
殺
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
が
低

下
し
ま
し
た
。そ
の
功
績
が
称
え
ら

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

■
宮
内
准
教
授
が
日
本
英
語

音
声
学
会
第
10
回
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た

　
平
成
27
年
11
月
７
日
に
開
催
さ

れ
た
日
本
英
語
音
声
学
会
第
20
回

全
国
大
会
に
て
、本
学
言
語
学
研
究

室
の
宮
内
信
治
准
教
授
が
第
10
回

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
公
開
講
座「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と

黄
砂
の
健
康
へ
の
影
響
」を

行
い
ま
し
た

　
12
月
17
日（
木
）に
日
田
市
に
お

い
て「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
黄
砂
の
健
康

へ
の
影
響
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、本

学
生
体
反
応
学
研
究
室
の
市
瀬
孝

道
教
授
に
よ
る
公
開
講
座
を
開
講

し
ま
し
た
。当
日
は
日
田
玖
珠
地
域

の
保
健
師
や
地
域
住
民
の
皆
様
に

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
大
分
は
黄
砂
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
さ

ら
さ
れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と

や
そ
の
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て

目
か
ら
う
ろ
こ
の
情
報
か
ら
即
日

役
に
立
つ
貴
重
な
講
義
を
聴
講
で

き
た
と
思
い
ま
す
。本
学
で
は
今
後

も
、地
域
で
の
公
開
講
座
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

岡様（右から２人目）

小川様（右から２人目）

是沢様ご夫妻（中央の２人）
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私
は
平
成
15
年
に
本
学
を
卒
業
し
、

同
年
４
月
、
宇
目
町
（
現
在
は
佐
伯
市

宇
目
）
に
保
健
師
と
し
て
就
職
し
ま
し

た
。
当
時
、
住
民
と
し
て
町
役
場
の
職

員
と
し
て
、
地
域
の
中
で
生
活
し
て
い

く
こ
と
か
ら
保
健
師
人
生
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
生
活
し
て
い
く
な
か
で
地

域
の
行
事
や
慣
習
、
近
所
付
き
合
い
な

ど
、
初
め
て
の
経
験
が
多
く
、
当
初
は

戸
惑
い
を
覚
え
つ
つ
、
上
司
・
先
輩
や

地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
保
健

師
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
母
子
・
老
成
人
保
健
や
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
幅
広

い
年
代
層
の
方
と
接
し
な
が
ら
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
県
境
に
あ
る
山
深
い
地

域
で
す
が
、
各
地
区
の
基
本
健
康
診
査

等
や
健
康
相
談
、
訪
問
な
ど
、
保
健
師

が
細
や
か
に
地
域
に
出
向
い
て
住
民
と

接
す
る
機
会
が
非
常
に
多
く
、
互
い
の

顔
や
名
前
・
大
体
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
分

か
る
ほ
ど
、
保
健
師
と
住
民
が
近
い
関

係
の
な
か
で
活
動
す
る
場
を
肌
で
感
じ

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
市
町
村
合
併
し
、
こ
れ

ま
で
の
町
の
特
性
あ
る
保
健
活
動
か

ら
、
少
し
ず
つ
雰
囲
気
が
変
わ
り
か
け

た
頃
、
心
機
一
転
し
、
平
成
18
年
４
月
、

大
分
市
へ
保
健
師
活
動
の
場
を
移
し
、

同
時
に
本
学
の
大
学
院
博
士
課
程
（
前

期
）
へ
入
学
し
ま
し
た
。
当
時
の
職
場

の
上
司
・
同
僚
の
理
解
や
支
え
も
あ

り
、
忙
し
く
も
楽
し
か
っ
た
２
年
間
を

　
平
成
27
年
度
入
学
生
よ
り
、
養
護
教

諭
（
一
種
）
免
許
状
の
取
得
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
「
保
健
室

の
先
生
」
と
通
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

養
護
教
諭
で
す
が
、
そ
の
職
務
内
容

は
、
学
校
保
健
情
報
の
把
握
か
ら
、
救

急
処
置
、
健
康
相
談
活
動
、
学
校
環
境

衛
生
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
非
常
に
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
教
職
課
程
の
開
設
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
本
学
で
養
護
教
諭
を
養
成
す
る
こ

と
の
意
義
に
つ
き
、
建
学
の
精
神
で
あ

る
「
看
護
学
の
考
究
、
心
豊
か
な
人
材

の
育
成
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
学
内
で
慎
重
に

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
少

な
か
ら
ぬ
反
対
意
見
も
挙
が
り
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
は
、
看
護
学
の
基
礎
教

育
を
受
け
看
護
の
力
を
有
す
る
養
護
教

諭
の
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加

が
、
様
々
な
支
援
ニ
ー
ズ
を
持
つ
児
童

生
徒
の
「
学
校
で
の
学
び
」
を
支
え
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
至

り
、
本
学
に
「
養
護
」
の
教
職
課
程
を

設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
東
九
州
エ
リ
ア
（
大
分
県
、
宮

崎
県
）
で
は
、
本
学
が
唯
一
の
課
程
（
一

種
）
で
す
。

　
看
護
の
力
を
有
す
る
養
護
教
諭
を
養

成
す
る
た
め
、
養
護
教
諭
免
許
を
取
得

す
る
場
合
で
も
、
看
護
師
国
家
試
験
受

験
資
格
を
得
る
こ
と
が
卒
業
要
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
養
護
教
諭
に
し
か
な

ら
な
い
か
ら
、
看
護
師
の
国
家
試
験
の

受
験
資
格
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
選
択

肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
で
の
養
護
教

諭
免
許
取
得
を
志
望
す
る
方
に
は
、
看

護
学
部
で
養
護
教
諭
免
許
を
取
得
す
る

と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
何
故
、
教
育
系
や
福
祉
系
の
学
部

学
科
で
は
な
く
、
看
護
学
部
で
養
護
教

諭
の
免
許
を
取
得
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
そ
の
事
に
つ
い
て
良
く
検
討
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
履
修
の
実
際
に
つ
い
て
少
し
触
れ
ま

す
。
養
護
教
諭
免
許
を
取
得
す
る
に

は
、
４
年
間
で
最
低
25
単
位
を
上
乗
せ

で
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
最
初
に
履
修
す
る
科
目
は
、
１
年

後
期
の
教
職
概
論
（
２
単
位
）
で
す
。

こ
の
講
義
を
通
し
て
、
自
分
が
本
当
に

養
護
教
諭
に
な
り
た
い
の
か
、
自
分
が

抱
い
て
い
る
教
職
の
イ
メ
ー
ジ
・
理
想

と
現
実
の
間
に
ズ
レ
が
な
い
か
な
ど
、

職
業
と
し
て
の
教
師
を
多
角
的
に
考
え

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ち
な
み
に
平

成
27
年
度
の
履
修
登
録
者
は
14
名
で
し

た
。
そ
の
後
、
２
年
次
に
９
単
位
、
３

年
次
に
９
単
位
、
４
年
次
に
５
単
位
と

履
修
し
て
い
き
ま
す
。
養
護
実
習
は
、

３
年
後
期
に
１
週
間
、
４
年
前
期
に
３

週
間
、
大
学
近
隣
の
協
力
校
で
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
本
学
の
卒
業
生
に
は
、
保
健
師
免
許

か
ら
養
護
教
諭
免
許
を
申
請
〜
取
得

し
、
養
護
教
諭
と
し
て
勤
務
し
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
後
、
県

内
外
の
学
校
保
健
の
領
域
に
、
卒
業
生

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
少
し
ず
つ
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
日
本
の

在
留
外
国
人
の
数
は
急
速
に
増
加
し
、

国
籍
や
文
化
・
言
語
背
景
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
近
年
で
は
病
院
を
受
診
す

る
外
国
人
患
者
も
年
々
増
加
し
、
看
護

職
が
外
国
人
患
者
を
ケ
ア
す
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
患
者
の
看
護
に
つ
い
て
は
、

言
葉
の
問
題
に
加
え
て
食
習
慣
の
違
い

や
宗
教
的
タ
ブ
ー
な
ど
文
化
・
風
習
の

相
違
に
よ
り
、
ケ
ア
が
困
難
な
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
困
難

感
は
、
質
の
高
い
ケ
ア
の
た
め
の
自
律

的
な
看
護
実
践
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
今
後
在
留
外
国
人
や
海
外
か

ら
の
旅
行
者
増
加
が
予
測
さ
れ
る
中
、

日
本
の
看
護
職
が
外
国
人
患
者
に
対
し

て
も
自
律
的
な
看
護
を
提
供
す
る
こ
と

は
重
要
な
課
題
だ
と
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
外
国
人
患
者

を
日
常
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
病
院
の

看
護
師
を
対
象
と
し
、
外
国
人
患
者
を

看
護
す
る
際
の
自
律
性
を
測
定
し
、
さ

ら
に
、
自
律
性
へ
の
影
響
要
因
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。
自
律
性
の
測
定
に

は
尺
度
を
活
用
し
、
外
国
人
患
者
を
看

護
す
る
場
合
と
日
本
人
患
者
を
看
護
す

る
場
合
の
比
較
を
通
し
て
違
い
を
明
確

化
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
外
国
人
患
者
を
看
護
す

る
場
合
、
日
本
の
看
護
師
の
自
律
性

は
、
有
意
に
低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

自
律
性
へ
の
影
響
要
因
は
、
看
護
師
経

験
年
数
、
通
訳
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
か
ど
う
か
、
文
化
に
対
す
る
感
受
性

（Intercultural Sensitivity

）
な
ど
で

あ
り
、
中
で
も
文
化
に
対
す
る
感
受
性

が
自
律
性
発
揮
の
最
も
大
き
な
影
響
要

因
で
し
た
。
文
化
に
対
す
る
感
受
性
と

は
、
こ
こ
で
は
文
化
的
違
い
の
尊
重
、

異
文
化
を
も
つ
人
と
の
関
わ
り
へ
の
自

信
、
関
わ
り
を
楽
し
む
力
、
関
わ
り
で

の
気
配
り
な
ど
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
に
受
け
持
っ
た
外
国
人
患
者
の

人
数
が
多
い
程
自
律
性
が
低
い
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
、
日
本
の
看
護
師
は
外

国
人
患
者
ケ
ア
へ
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
が
低

く
、
過
去
の
外
国
人
患
者
へ
の
看
護
経

験
が
自
信
に
つ
な
が
ら
ず
、
か
え
っ
て

自
信
喪
失
や
苦
手
感
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
看
護
師
が
文
化
に
対
す
る

感
受
性
を
向
上
で
き
る
よ
う
な
学
習
機

会
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
医
療
施
設
は
医
療
通
訳
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
人
と
施
設
が
と

も
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
外
国
人
患
者

へ
の
看
護
の
質
向
上
が
期
待
で
き
る
と

考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
社
会
に
お
い
て
外
国
人
に
対

し
て
も
質
の
高
い
ケ
ア
が
提
供
で
き
る

看
護
師
育
成
の
重
要
性
や
そ
の
た
め
の

具
体
的
方
策
に
つ
い
て
、
役
立
つ
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

多
様
な
文
化・言
語
背
景
を
も
つ
患
者
の
看
護
に
お
け
る

日
本
の
看
護
師
の
自
律
性
へ
の
影
響
要
因

養
護
教
諭（
一
種
）の
養
成
を
は
じ
め
ま
し
た

国際看護学研究室 講師

桑野　紀子

聖路加国際病院 看護師

中尾 勇祐さん（１０期生）

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

人間関係学研究室 准教授

吉村　匠平

研　究　紹　介
Re se a rch  i nt roduc t ion  

大分市役所 保健師

白石 修子さん（２期生）

過
ご
し
、
博
士
課
程
（
前
期
）
を
修
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
は
精
神
保
健
担
当
班
に
所

属
し
、
訪
問
や
相
談
業
務
の
他
、
主
に

自
殺
対
策
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
自
殺

対
策
で
は
、
上
司
や
先
輩
と
と
も
に
計

画
策
定
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
関
係
機
関
や
市
役
所
内

の
全
庁
的
な
部
署
と
の
連
携
の
重
要
性

を
実
感
し
つ
つ
、
日
々
学
び
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
再

び
母
校
と
関
わ
り
、
学
部
当
時
か
ら
の

懐
か
し
い
先
生
方
に
ご
教
示
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
仕
事
を
と
お
し
て
ご
一
緒

で
き
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
大
学
が
母
校
で
あ

り
、
仕
事
と
し
て
連
携
し
研
鑽
す
る
場

で
も
あ
り
、
大
学
で
過
ご
し
た
日
々
を

励
み
に
し
て
、
保
健
師
と
し
て
の
引
き

出
し
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
平
成
23
年
３
月
に
本
学
を
卒
業

し
、
同
年
４
月
よ
り
聖
路
加
国
際
病
院

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
さ
ら
に

Ｅ
Ｒ
、Ｈ
Ｃ
Ｕ
、
救
急
部
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
３
部

署
で
構
成
さ
れ
、
看
護
師
は
３
部
署
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
初
療
と
集
中
治

療
の
両
方
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
よ
う

に
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
ま
ず
救
急
部
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
所
属
し

ま
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
様
々
な
機
器
に

つ
な
が
れ
、
意
識
が
悪
か
っ
た
り
鎮
静

さ
れ
て
い
た
り
し
て
意
思
疎
通
が
と
れ

な
い
患
者
が
多
く
い
ま
す
。

　
新
人
の
頃
の
私
は
モ
ニ
タ
ー
の
推
移

や
ア
ラ
ー
ム
に
気
を
取
ら
れ
、
パ
ソ
コ

ン
や
モ
ニ
タ
ー
の
前
に
か
じ
り
つ
い
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
先
輩
か
ら
「
患
者
の
近
く
に
い
っ

て
患
者
を
看
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
モ
ニ
タ
ー
や
検
査
値
か
ら
患
者
の

状
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
が
、
話
が
で
き
な
い
患
者
の
身

体
や
表
情
か
ら
感
じ
取
れ
る
こ
と
や
ア

セ
ス
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
情
報
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｈ
Ｃ
Ｕ
で
は
24
時
間
モ
ニ
タ
ー
管
理

が
必
要
な
上
、
安
静
度
が
上
が
り
不
穏

の
患
者
も
多
く
い
ま
す
。
患
者
の
欲
求

や
活
動
範
囲
の
拡
大
と
い
う
ニ
ー
ズ
に

応
え
つ
つ
、
急
変
の
察
知
や
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
集
中
治
療
領
域
で
の
リ
ー

ダ
ー
を
経
て
、
現
在
私
は
Ｅ
Ｒ
で
ト
リ

ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
を
し
て
い
ま
す
。
当
院

の
Ｅ
Ｒ
は
歩
い
て
く
る
患
者
も
救
急
車

の
最
重
症
患
者
も
全
て
の
成
人
・
小
児

患
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
緊
急
度
に

よ
り
診
察
の
順
番
変
更
の
判
断
は
ト
リ

ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
は
様
々
な
症
状
の
患
者
の
緊
急

度
判
定
の
経
験
を
積
ん
で
お
り
、Ｅ
Ｒ

で
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
集
中
治
療
と
初
療
で
学
ん
だ
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
能
力
や
急
変
の
察
知
・
対
応

技
術
を
活
か
し
、
不
安
の
多
い
救
急
受

診
患
者
や
家
族
の
心
強
い
存
在
と
な

り
、
入
院
や
帰
宅
ま
で
の
短
い
時
間
の

中
で
、
こ
の
看
護
師
で
良
か
っ
た
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
日
々
全
力
で
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　平成28年度で第４回を迎えるホームカミング
ディ。今年も草の実会、四つ葉会との協働で開
催させていただきます。卒業生のみなさんでお誘
い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

第４回ホームカミングディのお知らせ

開催日時 平成28年５月15日（日）
12時30分～14時

場　　所 大分県立看護科学大学食堂

　みなさんのご来場を実行委員会一同、心から
お待ちしています。

第19回若葉祭のお知らせ

開催日
平成28年５月14日（土）、15日（日）
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私
は
平
成
15
年
に
本
学
を
卒
業
し
、

同
年
４
月
、
宇
目
町
（
現
在
は
佐
伯
市

宇
目
）
に
保
健
師
と
し
て
就
職
し
ま
し

た
。
当
時
、
住
民
と
し
て
町
役
場
の
職

員
と
し
て
、
地
域
の
中
で
生
活
し
て
い

く
こ
と
か
ら
保
健
師
人
生
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
生
活
し
て
い
く
な
か
で
地

域
の
行
事
や
慣
習
、
近
所
付
き
合
い
な

ど
、
初
め
て
の
経
験
が
多
く
、
当
初
は

戸
惑
い
を
覚
え
つ
つ
、
上
司
・
先
輩
や

地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
保
健

師
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
母
子
・
老
成
人
保
健
や
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
幅
広

い
年
代
層
の
方
と
接
し
な
が
ら
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
県
境
に
あ
る
山
深
い
地

域
で
す
が
、
各
地
区
の
基
本
健
康
診
査

等
や
健
康
相
談
、
訪
問
な
ど
、
保
健
師

が
細
や
か
に
地
域
に
出
向
い
て
住
民
と

接
す
る
機
会
が
非
常
に
多
く
、
互
い
の

顔
や
名
前
・
大
体
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
分

か
る
ほ
ど
、
保
健
師
と
住
民
が
近
い
関

係
の
な
か
で
活
動
す
る
場
を
肌
で
感
じ

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
市
町
村
合
併
し
、
こ
れ

ま
で
の
町
の
特
性
あ
る
保
健
活
動
か

ら
、
少
し
ず
つ
雰
囲
気
が
変
わ
り
か
け

た
頃
、
心
機
一
転
し
、
平
成
18
年
４
月
、

大
分
市
へ
保
健
師
活
動
の
場
を
移
し
、

同
時
に
本
学
の
大
学
院
博
士
課
程
（
前

期
）
へ
入
学
し
ま
し
た
。
当
時
の
職
場

の
上
司
・
同
僚
の
理
解
や
支
え
も
あ

り
、
忙
し
く
も
楽
し
か
っ
た
２
年
間
を

　
平
成
27
年
度
入
学
生
よ
り
、
養
護
教

諭
（
一
種
）
免
許
状
の
取
得
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
「
保
健
室

の
先
生
」
と
通
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

養
護
教
諭
で
す
が
、
そ
の
職
務
内
容

は
、
学
校
保
健
情
報
の
把
握
か
ら
、
救

急
処
置
、
健
康
相
談
活
動
、
学
校
環
境

衛
生
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
非
常
に
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
教
職
課
程
の
開
設
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
本
学
で
養
護
教
諭
を
養
成
す
る
こ

と
の
意
義
に
つ
き
、
建
学
の
精
神
で
あ

る
「
看
護
学
の
考
究
、
心
豊
か
な
人
材

の
育
成
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
学
内
で
慎
重
に

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
少

な
か
ら
ぬ
反
対
意
見
も
挙
が
り
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
は
、
看
護
学
の
基
礎
教

育
を
受
け
看
護
の
力
を
有
す
る
養
護
教

諭
の
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加

が
、
様
々
な
支
援
ニ
ー
ズ
を
持
つ
児
童

生
徒
の
「
学
校
で
の
学
び
」
を
支
え
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
至

り
、
本
学
に
「
養
護
」
の
教
職
課
程
を

設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
東
九
州
エ
リ
ア
（
大
分
県
、
宮

崎
県
）
で
は
、
本
学
が
唯
一
の
課
程
（
一

種
）
で
す
。

　
看
護
の
力
を
有
す
る
養
護
教
諭
を
養

成
す
る
た
め
、
養
護
教
諭
免
許
を
取
得

す
る
場
合
で
も
、
看
護
師
国
家
試
験
受

験
資
格
を
得
る
こ
と
が
卒
業
要
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
養
護
教
諭
に
し
か
な

ら
な
い
か
ら
、
看
護
師
の
国
家
試
験
の

受
験
資
格
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
選
択

肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
で
の
養
護
教

諭
免
許
取
得
を
志
望
す
る
方
に
は
、
看

護
学
部
で
養
護
教
諭
免
許
を
取
得
す
る

と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
何
故
、
教
育
系
や
福
祉
系
の
学
部

学
科
で
は
な
く
、
看
護
学
部
で
養
護
教

諭
の
免
許
を
取
得
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
そ
の
事
に
つ
い
て
良
く
検
討
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
履
修
の
実
際
に
つ
い
て
少
し
触
れ
ま

す
。
養
護
教
諭
免
許
を
取
得
す
る
に

は
、
４
年
間
で
最
低
25
単
位
を
上
乗
せ

で
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
最
初
に
履
修
す
る
科
目
は
、
１
年

後
期
の
教
職
概
論
（
２
単
位
）
で
す
。

こ
の
講
義
を
通
し
て
、
自
分
が
本
当
に

養
護
教
諭
に
な
り
た
い
の
か
、
自
分
が

抱
い
て
い
る
教
職
の
イ
メ
ー
ジ
・
理
想

と
現
実
の
間
に
ズ
レ
が
な
い
か
な
ど
、

職
業
と
し
て
の
教
師
を
多
角
的
に
考
え

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ち
な
み
に
平

成
27
年
度
の
履
修
登
録
者
は
14
名
で
し

た
。
そ
の
後
、
２
年
次
に
９
単
位
、
３

年
次
に
９
単
位
、
４
年
次
に
５
単
位
と

履
修
し
て
い
き
ま
す
。
養
護
実
習
は
、

３
年
後
期
に
１
週
間
、
４
年
前
期
に
３

週
間
、
大
学
近
隣
の
協
力
校
で
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
本
学
の
卒
業
生
に
は
、
保
健
師
免
許

か
ら
養
護
教
諭
免
許
を
申
請
〜
取
得

し
、
養
護
教
諭
と
し
て
勤
務
し
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
後
、
県

内
外
の
学
校
保
健
の
領
域
に
、
卒
業
生

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
少
し
ず
つ
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
日
本
の

在
留
外
国
人
の
数
は
急
速
に
増
加
し
、

国
籍
や
文
化
・
言
語
背
景
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
近
年
で
は
病
院
を
受
診
す

る
外
国
人
患
者
も
年
々
増
加
し
、
看
護

職
が
外
国
人
患
者
を
ケ
ア
す
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
患
者
の
看
護
に
つ
い
て
は
、

言
葉
の
問
題
に
加
え
て
食
習
慣
の
違
い

や
宗
教
的
タ
ブ
ー
な
ど
文
化
・
風
習
の

相
違
に
よ
り
、
ケ
ア
が
困
難
な
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
困
難

感
は
、
質
の
高
い
ケ
ア
の
た
め
の
自
律

的
な
看
護
実
践
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
今
後
在
留
外
国
人
や
海
外
か

ら
の
旅
行
者
増
加
が
予
測
さ
れ
る
中
、

日
本
の
看
護
職
が
外
国
人
患
者
に
対
し

て
も
自
律
的
な
看
護
を
提
供
す
る
こ
と

は
重
要
な
課
題
だ
と
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
外
国
人
患
者

を
日
常
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
病
院
の

看
護
師
を
対
象
と
し
、
外
国
人
患
者
を

看
護
す
る
際
の
自
律
性
を
測
定
し
、
さ

ら
に
、
自
律
性
へ
の
影
響
要
因
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。
自
律
性
の
測
定
に

は
尺
度
を
活
用
し
、
外
国
人
患
者
を
看

護
す
る
場
合
と
日
本
人
患
者
を
看
護
す

る
場
合
の
比
較
を
通
し
て
違
い
を
明
確

化
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
外
国
人
患
者
を
看
護
す

る
場
合
、
日
本
の
看
護
師
の
自
律
性

は
、
有
意
に
低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

自
律
性
へ
の
影
響
要
因
は
、
看
護
師
経

験
年
数
、
通
訳
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
か
ど
う
か
、
文
化
に
対
す
る
感
受
性

（Intercultural Sensitivity

）
な
ど
で

あ
り
、
中
で
も
文
化
に
対
す
る
感
受
性

が
自
律
性
発
揮
の
最
も
大
き
な
影
響
要

因
で
し
た
。
文
化
に
対
す
る
感
受
性
と

は
、
こ
こ
で
は
文
化
的
違
い
の
尊
重
、

異
文
化
を
も
つ
人
と
の
関
わ
り
へ
の
自

信
、
関
わ
り
を
楽
し
む
力
、
関
わ
り
で

の
気
配
り
な
ど
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
に
受
け
持
っ
た
外
国
人
患
者
の

人
数
が
多
い
程
自
律
性
が
低
い
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
、
日
本
の
看
護
師
は
外

国
人
患
者
ケ
ア
へ
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
が
低

く
、
過
去
の
外
国
人
患
者
へ
の
看
護
経

験
が
自
信
に
つ
な
が
ら
ず
、
か
え
っ
て

自
信
喪
失
や
苦
手
感
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
看
護
師
が
文
化
に
対
す
る

感
受
性
を
向
上
で
き
る
よ
う
な
学
習
機

会
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
医
療
施
設
は
医
療
通
訳
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
人
と
施
設
が
と

も
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
外
国
人
患
者

へ
の
看
護
の
質
向
上
が
期
待
で
き
る
と

考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
社
会
に
お
い
て
外
国
人
に
対

し
て
も
質
の
高
い
ケ
ア
が
提
供
で
き
る

看
護
師
育
成
の
重
要
性
や
そ
の
た
め
の

具
体
的
方
策
に
つ
い
て
、
役
立
つ
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

多
様
な
文
化・言
語
背
景
を
も
つ
患
者
の
看
護
に
お
け
る

日
本
の
看
護
師
の
自
律
性
へ
の
影
響
要
因

養
護
教
諭（
一
種
）の
養
成
を
は
じ
め
ま
し
た

国際看護学研究室 講師

桑野　紀子

聖路加国際病院 看護師

中尾 勇祐さん（１０期生）

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

人間関係学研究室 准教授

吉村　匠平

研　究　紹　介
Re se a rch  i nt roduc t ion  

大分市役所 保健師

白石 修子さん（２期生）

過
ご
し
、
博
士
課
程
（
前
期
）
を
修
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
は
精
神
保
健
担
当
班
に
所

属
し
、
訪
問
や
相
談
業
務
の
他
、
主
に

自
殺
対
策
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
自
殺

対
策
で
は
、
上
司
や
先
輩
と
と
も
に
計

画
策
定
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
関
係
機
関
や
市
役
所
内

の
全
庁
的
な
部
署
と
の
連
携
の
重
要
性

を
実
感
し
つ
つ
、
日
々
学
び
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
再

び
母
校
と
関
わ
り
、
学
部
当
時
か
ら
の

懐
か
し
い
先
生
方
に
ご
教
示
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
仕
事
を
と
お
し
て
ご
一
緒

で
き
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
大
学
が
母
校
で
あ

り
、
仕
事
と
し
て
連
携
し
研
鑽
す
る
場

で
も
あ
り
、
大
学
で
過
ご
し
た
日
々
を

励
み
に
し
て
、
保
健
師
と
し
て
の
引
き

出
し
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
平
成
23
年
３
月
に
本
学
を
卒
業

し
、
同
年
４
月
よ
り
聖
路
加
国
際
病
院

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
さ
ら
に

Ｅ
Ｒ
、Ｈ
Ｃ
Ｕ
、
救
急
部
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
３
部

署
で
構
成
さ
れ
、
看
護
師
は
３
部
署
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
初
療
と
集
中
治

療
の
両
方
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
よ
う

に
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
ま
ず
救
急
部
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
所
属
し

ま
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
様
々
な
機
器
に

つ
な
が
れ
、
意
識
が
悪
か
っ
た
り
鎮
静

さ
れ
て
い
た
り
し
て
意
思
疎
通
が
と
れ

な
い
患
者
が
多
く
い
ま
す
。

　
新
人
の
頃
の
私
は
モ
ニ
タ
ー
の
推
移

や
ア
ラ
ー
ム
に
気
を
取
ら
れ
、
パ
ソ
コ

ン
や
モ
ニ
タ
ー
の
前
に
か
じ
り
つ
い
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
先
輩
か
ら
「
患
者
の
近
く
に
い
っ

て
患
者
を
看
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
モ
ニ
タ
ー
や
検
査
値
か
ら
患
者
の

状
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
が
、
話
が
で
き
な
い
患
者
の
身

体
や
表
情
か
ら
感
じ
取
れ
る
こ
と
や
ア

セ
ス
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
情
報
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｈ
Ｃ
Ｕ
で
は
24
時
間
モ
ニ
タ
ー
管
理

が
必
要
な
上
、
安
静
度
が
上
が
り
不
穏

の
患
者
も
多
く
い
ま
す
。
患
者
の
欲
求

や
活
動
範
囲
の
拡
大
と
い
う
ニ
ー
ズ
に

応
え
つ
つ
、
急
変
の
察
知
や
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
集
中
治
療
領
域
で
の
リ
ー

ダ
ー
を
経
て
、
現
在
私
は
Ｅ
Ｒ
で
ト
リ

ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
を
し
て
い
ま
す
。
当
院

の
Ｅ
Ｒ
は
歩
い
て
く
る
患
者
も
救
急
車

の
最
重
症
患
者
も
全
て
の
成
人
・
小
児

患
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
緊
急
度
に

よ
り
診
察
の
順
番
変
更
の
判
断
は
ト
リ

ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
は
様
々
な
症
状
の
患
者
の
緊
急

度
判
定
の
経
験
を
積
ん
で
お
り
、Ｅ
Ｒ

で
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
集
中
治
療
と
初
療
で
学
ん
だ
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
能
力
や
急
変
の
察
知
・
対
応

技
術
を
活
か
し
、
不
安
の
多
い
救
急
受

診
患
者
や
家
族
の
心
強
い
存
在
と
な

り
、
入
院
や
帰
宅
ま
で
の
短
い
時
間
の

中
で
、
こ
の
看
護
師
で
良
か
っ
た
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
日
々
全
力
で
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　平成28年度で第４回を迎えるホームカミング
ディ。今年も草の実会、四つ葉会との協働で開
催させていただきます。卒業生のみなさんでお誘
い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

第４回ホームカミングディのお知らせ

開催日時 平成28年５月15日（日）
12時30分～14時

場　　所 大分県立看護科学大学食堂

　みなさんのご来場を実行委員会一同、心から
お待ちしています。

第19回若葉祭のお知らせ

開催日
平成28年５月14日（土）、15日（日）
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

四つ葉会からのお知らせ
四つ葉会のホームページを
リニューアルしました！
　本学の同窓会である四つ葉会のホームペー
ジを2015年10月1日にリニューアルしました。
　同窓会の会則を掲載し、お問い合わせも受
け付けておりますので、四つ葉会会員（大分県
立看護科学大学卒業生や教職員の方々）はぜひ
一度ご覧ください。
　住所変更は、ホームページのお問い合わせも
しくは、yotsuba@gm.oita-nhs.ac.jpまでお知
らせください。
　大学ホームページの「同窓会」もしくは以下
のURLから接続できます。
http://oita-nhs-yotsuba.jimdo.com/

※表紙の写真：図書館
　昨年実施した吊り天井の工事も終わり、リフレッシュ
しました。今号の記事にあります是沢様の絵画も１階、
２階に展示しています。図書館にお越しの際は是非ご覧
になってください。

Information［お知らせ］

○の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど１～５ま
でを記載してメール（somu@oita-nhs.ac.jp）で
ご応募ください。正解者の中から抽選で３名様
に図書カード（2，000円分）をプレゼントします。
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4. 氏名（年齢）
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看科大［7号］クイズ・プレゼント

入浴で寒さを
乗り切ろう！

平
成
28年

3月
発
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発
行
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立
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平成27年度から
○○○○（○種）養成課程
開設！

問 題

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
本
格
実
施
の
１
年

実
習
を
終
え
て

大
学
の
今

ト
ピ
ッ
ク
ス

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

研
究
紹
介

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
四
つ
葉
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【締め切り】 5月末 当日消印有効

看護ひとくち
メ
モ
　面倒だからといって、シャワーで済ませていませんか？
適度な入浴は健康な体を維持するのに効果的です。

汚れを落とすだけではない入浴の効果
•熱で体が温まる：
血管が拡がり、血流が促進するため、疲れや腰痛・
肩こりが和らぎ、肌の血色も良くなります。
•浮力で体が休まる：
体を支える骨や筋肉が解放されます。
•免疫力が上がる：
体温が１℃上がると免疫力は30％程度上がると言わ
れています。
•体に心地よい水圧がかかる：
溜まった血液を心臓に押し戻してくれます。
•良く眠れる：
温まり拡がった血管から熱が放散すると、眠りやすく
朝もスッキリ目覚められます。

安全に入浴するコツ
　寒い部屋や廊下と浴室の温度差が激しくなると体に
負担がかかります。また、熱いお湯に長く浸かるのは心
臓に負担がかかります。
•入浴前にかけ湯かシャワーで体をお湯に慣らす。
•浴室から出る前に体をよく拭く。
•入浴後は水分補給を忘れない。

半身浴と全身浴って、どちらが効果的？
•半身浴（下半身だけが湯船に浸っている状態）
利　点：長時間リラックスできる。手足の冷えを長時間

かけて温めることが出来る。
注意点：長時間により、発汗が多く、入浴前後の水分

補給は必須となる。
•全身浴（首下の全身が湯船に浸っている状態）
利　点：短時間で体を温めることが出来る。上半身も

温まり、腕や肩の疲れが取れる。
注意点：急激な血流の促進で心臓に負担がかかりや

すい。

4月

5 月

6 月

7 月

７日（木）
８日（金）
11日（月）～12日（火）
22日（金）

11日（水）
14日（土）～15日（日）
15日（日）

19日（日）
25日（土）

17日（日）

入学式
全学オリエンテーション
新入生オリエンテーション
全学スポーツ交流会

キャンパスクリーンディ
若葉祭
ホームカミングディ

開学記念日
大学院説明会

オープンキャンパス

Schedule［スケジュール］

注）スケジュールは、変更になる場合があります。


